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ただいま会員募集中！

事
業
所
の
声
が
会
議
所
の

原
動
力
で
す
!!

新
津
市
内
で
お
買
い
物
、
飲
食
を
し
ま
し
ょ
う

!!

 
 

当
日
の
聴
講
者
は
約
60
名

で
テ
ー
マ
は
、
「
合
併
の
必

要
が
新
津
市
に
は
無
い
か
否

か
。
」
と
題
し
講
師
は
、
新

潟
医
療
福
祉
大
学
教
授
の
原

敏
明
先
生
か
ら
約
１
時
間
半

の
ご
講
演
を
頂
い
た
。

 
 

講
演
要
旨
は
次
の
と
お
り
。

「
要
　
旨
」

①
生
活
面
か
ら
見
た
新
津
市

　
新
津
市
の
地
元
購
買
率
を

県
の
資
料
で
見
て
み
る
と
食

料
品
や
日
用
雑
貨
は
約
80
％

だ
が
高
級
衣
料
や
服
飾
品
等

は
約
25
％
と
少
な
く
新
潟
市

へ
は
約
60
％
の
購
買
を
し
て

い
る
。

②
産
業
面
か
ら
見
た
新
津
市

　
新
津
市
の
事
業
所
の
従
業

者
は
約
２
万
人
、
そ
の
半
数

以
上
に
匹
敵
す
る
新
津
市
民

が
新
潟
市
へ
通
勤
等
を
し
て

い
る
。
新
津
市
民
に
と
っ
て

新
潟
市
は
、
働
く
場
合
に
欠

か
せ
な
い
場
所
な
の
で
あ
る
。

 
 

新
津
市
は
周
辺
町
村
へ
雇

用
機
会
を
提
供
す
べ
き
役
割

を
も
つ
が
、
現
状
は
市
内
の

雇
用
機
会
提
供
が
極
め
て
少

な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

③
財
政
面
か
ら
見
た
新
津
市

 
 

あ
る
試
算
資
料
に
よ
る
と

２
０
０
３
年
現
在
17
兆
円
の

国
の
地
方
交
付
税
が
２
０
２

５
年
に
は
５
兆
円
に
減
り
、

２
０
０
３
年
現
在
13
兆
円
の

国
庫
支
出
金
も
２
０
２
５
年

に
は
０
に
な
る
と
い
う
。

　
現
在
の
新
津
市
の
一
般
会

計
予
算
は
２
２
０
億
円
で
あ

る
が
、
借
入
金
に
あ
た
る
地

方
債
在
高
は
２
３
５
億
円
あ

り
年
間
予
算
を
超
え
て
い
る
。

　
し
か
も
、
新
津
市
は
返
済

に
当
て
ら
れ
る
一
般
財
源
総

額
が
少
な
く
、
公
債
費
負
担

比
率
は
、
県
内
20
市
中
最
大

負
担
比
率
に
な
っ
て
い
る
。

④
ま
と
め

　
新
津
市
に
は
新
潟
市
の
薬

科
大
学
か
ら
応
用
生
命
科
学

部
が
立
地
し
た
。
続
い
て
Ｊ

Ｒ
亀
田
駅
近
く
に
県
内
有
数

の
私
立
進
学
校
明
訓
高
校
が

移
転
。
こ
れ
で
新
津
市
が
新

潟
市
と
合
併
す
れ
ば
新
潟
・

亀
田
・
新
津
と
い
う
新
し
い

教
育
軸
が
形
成
さ
れ
や
が
て

新
津
市
は
良
質
な
住
宅
地
と

し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
に
な

ろ
う
。

　
こ
こ
半
世
紀
ほ
ど
の
間
、

新
潟
市
は
南
へ
、
さ
ら
に
南

へ
と
発
展
し
て
い
る
。
商
業

軸
が
最
大
最
強
の
都
市
軸
で

あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
新
潟

駅
南
口
・
弁
天
線
・
亀
田
早

通
が
政
令
指
定
都
市
・
新
潟

市
の
副
都
心
軸
と
な
ろ
う
。

　
今
、
新
津
市
は
、
新
潟
市
と

合
併
し
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
持
つ
副
都
心
軸
の
受
け
皿

を
形
成
し
て
大
き
く
発
展
す

る
か
、
そ
れ
と
も
合
併
せ
ず

に
好
機
を
失
う
か
、
そ
の
選

択
の
時
を
迎
え
て
い
る
。

   

新
津
商
工
会
議
所
・
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、
去
る
、２
月
17
日
(火)

14
時
か
ら
新
津
駅
前
の
ホ
テ
ル
美
好
に
お
い
て
新
津
市
合
併
の
必
要
性

の
可
否
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
の
講
演
会
を
開
催
し
た
。

「新
津
市
合
併
の
必
要
性
の
可
否
に
つ
い
て
考
え
る
。」

講
演
会
が
開
催
さ
れ
る
。

「新
津
市
合
併
の
必
要
性
の
可
否
に
つ
い
て
考
え
る
。」

講
演
会
が
開
催
さ
れ
る
。

「新
津
市
合
併
の
必
要
性
の
可
否
に
つ
い
て
考
え
る
。」

講
演
会
が
開
催
さ
れ
る
。

昨
年
の
６
月
か
ら
開
講
し
て
い
る
新
津
商
工
会
議
所
主
催
の

新
潟
薬
科
大
学

バ
イ
オ
講
座
が
去
る
２
月
１３
日
（金）
を
も
っ
て
終
了
し
た
。

平
成
１５
年
度
新
津
商
工
会
議
所
主
催
の

新
潟
薬
科
大
学
バ
イ
オ
講
座
が
終
了

 
 

本
講
座
は
新
津
市
の
商
工

業
者
を
対
象
に
バ
イ
オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
に
興
味
を
も
っ
て

も
ら
い
事
業
に
役
立
た
せ
て

頂
こ
う
と
い
う
目
的
で
、
新

潟
薬
科
大
学
の
応
用
生
命
科

学
部
の
先
生
方
の
ご
協
力
を

得
て
実
現
し
た
も
の
。

　
昨
年
の
６
月
17
日
の
第
１

回
の
「
微
生
物
バ
イ
オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
の
基
礎
」
を
テ
ー

マ
の
高
木
正
道
・
学
部
長
の

講
義
を
皮
切
り
に
第
２
回
田

中
信
正
教
授
、
第
３
回
小
西

徹
也
教
授
、
第
４
回
服
部
良

男
教
授
、
第
５
回
鰺
坂
勝
美

教
授
、
第
６
回
及
川
紀
久
雄

教
授
、
最
終
回
は
倉
田
忠
男

教
授
の
合
計
７
回
の
講
座
を

開
催
し
た
。

 
 

終
了
後
の
受
講
生
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
も
大
変
有
意
義

で
あ
っ
た
と
の
意
見
や
又
、

開
講
し
て
頂
き
た
い
と
い
う

意
見
が
あ
っ
た
の
で
今
後
検

討
し
た
い
。

 
 

ご
協
力
い
た
だ
い
た
先
生

方
及
び
新
潟
薬
科
大
学
様
に

は
改
め
て
感
謝
致
し
ま
す
。

 平成16年３月24日(水）

              16:10～17:10

一楽 ホール

  （新津市本町２-７-１０）

　　　         TEL 22-3155

「新潟県経済の現状と課題」

日本銀行新潟支店 支店長　

    田中 洋樹 氏

100名（定員になり次第締め切り）

無　料

※当日は、臨時議員総会が15：15から

  開催され、その後から講演会になります。

新津商工会議所事務局

               TEL 22-0121 

講演会のご案内
日　時 

場　所

テーマ 

講  師

定　員

聴講料

申込み


